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（２）機械実習（２年生 ３単位） 
重点目標：考察力の育成 
開発環境：Arduino IDE 
使用端末：Windows PC 
授業形態：実習（１０人） 
○2年生では、機械実習を通じてArduino の
制御について学びます。自分で入力したプロ
グラムによって、LED やスピーカなどの電子
機器を動作させる実践は、自分のアイデアが
形になり、結果が目に見えて分かるため、生徒
にとって非常に魅力的です。生徒の意欲を引
き出し、積極的な授業参加を促します。 
○実習では、１年生で学んだ C 言語の知識を
最大限に活用できるような内容を設計してい
ます。具体的には、while、for、if といった基
本構文を使用した課題に取り組みます。 
○実習課題には、自主性や考察力を深める機
会が多くあります。切削加工のように危険を 
伴う実習では、生徒自身の判断で様々な試み
を行うことが難しい一方で、プログラミング
実習では怪我や事故のリスクが低いため、生
徒たちには積極的に新しいことに挑戦するよ
う伝えています。その結果、LED 制御におい
ては、空のペットボトルを使って光の拡散を 
 

試す生徒や（図５）、他の生徒とプログラムを
共有する様子が見られるなど、自主的に行動
する姿勢が育まれていることがわかりました。
（図６） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標である考察力の育成について、ま
ずは「考察」とは何かを理解させるために、疑
問が生じた際は、必ず仮説を立てて調べ、実際
に試してみる。その結果を記録し、整理するこ
とが「考察」であると繰り返し強調しています。
このような学習を続けた結果、最初は感想と
考察の区別がつかなかった生徒たちのレポー
トには、徐々に深い考察が見られるようにな
りました。（図７） 
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図７ レポートの一部 

図５ LED制御の様子 

図４ Google フォームの回答分析 

間違えやすい！ 

間違えやすい！ 

図６ プログラム共有の様子 
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また、プログラミングでは、「エラーの特定と
修正」が重要な要素となるため、生徒には、ま
ず自力で原因を究明し、解決を目指すよう声
がけをしています。自力でエラーを解決でき
た時の喜びや達成感は格別であり、この成功
体験が生徒たちの自信や意欲を大きく高める
と考えられます。 
 
（３）課題研究（３年生 ３単位） 
重点目標：課題解決能力の育成 
開発環境：Jupyter Notebook 
使用端末：Windows PC 
授業形態：グループ（１２人） 
○３年生の課題研究では、Python を使ったド
ローンの制御について研究を行いました。こ
のグループの一部の生徒においては、昨年度
２年生時に東日本航空専門学校の協力の下、
ドローン講習を受講しています。その際、航空
法や飛行原理の基礎知識、手動操縦の技術を
習得しており、もっとドローンについて学び
たいという高い意識があり、プログラムによ
るドローン制御の研究に発展しました。 
○使用する機体は「DJI Tello」で、スクラッ
チのようなブロックプログラムでも制御が可
能なため、iPadでアプリケーションを使用し、
自分が制御させたい動きについてイメージを
沸かせました。そのイメージを Python で動
作させるには、どのようなプログラムになる
かをチームで考えました。（図８）��������
 

分からないことがあれば、インターネット
を主な研究ツールとして調べますが、意味を
理解しないままコードをコピーする可能性が 
 

高いことが予想されました。そのため、生徒た
ちには事前にプログラムの意味や動作につい
て丁寧に説明させ、内容を理解した上で動作
確認を行うよう指導しました。自分たちの期
待通りの結果が得られない場合、班員と相談
しながら原因の究明と改善を繰り返し行いま
す。 
○機体の前進や後退等は、「DJI Tellopy」とい
うライブラリを使用して容易に制御できます
が、ドローンの特徴として風の影響を受けや
すい点があるため、プログラムにミスがなく
ても正常に動作しないことがあります。こう
いった空調環境等の課題にも時間をかけ、前
向きな姿勢で原因を究明しようと取り組む姿
が見られました。（図９） 
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一研究のペースが早い班では、ドローンに搭
載されたカメラの制御にも興味を持ち、カメ 
ラの起動や撮影した写真の編集を試みていま
した。（図１０）写真の編集は、リサイズやテ
キストの挿入など、初歩的なもので完結とな
りましたが、研究活動を続けていれば、
Python の得意分野である「AI を用いた画像
認識」等にも発展できたのではないかと思い
ます。 
 

 

 

 

 

 

 
 

図８ ブロックプログラミング 

図 10 カメラの制御・写真の編集 

図９ 研究日誌の一部 

 
３ 得られた成果 
○自主学習を促進する目的で、授業外でもア
クセス可能な学習コンテンツを Google サイ
トにて公開しました。その活用状況について
１年生を対象にアンケートを実施した結果、
80名中 78名（97.5%）が活用していたこと
が確認されました。さらにそのうち 76 名は
問題集を利用していたと回答しており、特に
基礎知識の定着を目的とした学習に活用され
ていたことがわかりました。（図11） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３年間の集大成である課題研究の最終段階
においても、生徒たちの成長をより具体的に
把握するために調査を実施しました。数値デ
ータとして、「プログラミングに対する理解の
深まり」や「チームで協力して課題を解決する
力」の評価結果を以下の表に示します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
一方、自由記述において、「試行錯誤を通し
て柔軟な発想力や考察力が育った」「他の人の
視点を取り入れながら最適な方法を見つけた」
という意見が多くありました。また、「問題に
ぶつかっても粘り強く解決策を探した」「情報
を整理して、根拠をもって考える力がついた」
といった声もよく見られます。こうした回答
から、単にスキルを身につけるだけでなく、実
際に役立つ応用力や協働力、問題解決力の向
上に繋がっていることが確認できました。 
また、1～2年生の学習では「今この内容を
しっかり理解しておくと、次年度にはこのよ
うなことができる」といった将来の学習内容
を見据えた指導ができ、生徒の理解力や学習
意欲の向上にもつながったと考えられます。 
○ 
４ 今後の課題 
 それぞれの課題については以下のとおりで
す。 
・工業情報数理（Ｃ言語） 
授業の大部分が教科書の例題入力に割かれて
しまう場合があります。学校貸与の iPad を持
ち帰り可能にすることで、例題の入力や結果
確認を自主学習で進めさせることができるの
ではないかと思います。（令和７年度実践予定） 
・機械実習（Arduino） 
現在、LED やスピーカーの制御で実習が完結
しているため、今後は DC モーターやサーボ
モーターなど、動力系の制御も取り入れて、よ
り発展的な実習内容になるよう見直します。 
・課題研究（Python） 
環境構築に多くの時間を費やし、研究に割け
る時間が減少してしまいました。学科として、 

80 件の回答 

78 件の回答 

図 11 アンケートの結果 
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Python の環境構築を確実かつ効率的に行え
る体制を整えられればと思います。 
 
５ まとめ 
情報技術教育に関して、研修会などを通じ
て継続的に学びを深めてきました。「情報技術
教育研究会」や「専門学校によるプログラミン
グ研修会」などで得た知識を、本校の実情に合
わせて取り入れることで、教材の工夫や授業
改善を図ってきました。 
専門家の協力を受けながらではありました
が、生徒たちが生き生きと課題に取り組む姿
から、プログラミングの楽しさが学びの意欲
を大いに刺激していることを改めて実感しま
した。今後は、これらの経験を地域の中学生や
小学生にも伝える出前授業等の企画にも携わ
り、情報教育の楽しさを広める活動を展開し
たいと考えています。また、私自身もさらなる
研鑽を積み、多くの視点を持った、より質の高
い指導ができるよう努めてまいります。 
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TEL 0229-22-3166
FAX 0229-22-3182

980-0813
3-2-1

TEL 022-221-5656
FAX 022-221-5660

980-0813
3-2-1

TEL 022-221-5659
FAX 022-221-5655

989-0203
43

TEL 0224-25-3240
FAX 0224-25-1476

987-0602
223-1

TEL 0220-34-4666
FAX 0220-34-4655

983-8543
3-1

TEL 022-237-5341
FAX 022-283-6478

 982-0836
5-1

TEL 022-305-2111
FAX 022-305-2114



－66－ －67－

 

039-3507
204-1

TEL 017-737-3600
FAX 017-737-3601

034-0001 
215-1

TEL 0176-23-6178 
FAX 0176-23-6771

036-8585
6-2

TEL 0172-32-6241
FAX 0172-32-6242

035-0082
22-7

TEL 0175-24-2164
FAX 0175-29-2893

036-8103
4-4-1

TEL 0172-27-6487
FAX 0172-28-0624

017-0972
3-10-43

TEL 0186-59-6299
FAX 0186-42-0901

016-0896  TEL 0185-74-5701
FAX 0185-74-5702

010-0341
1-1

TEL 0185-35-3111
FAX 0185-35-3113

010-0902
3-1

TEL 018-823-7326
FAX 018-823-7328

015-8530
30

TEL 0184-22-5520
FAX 0184-22-5504

014-0045
3-17

TEL 0187-63-4060
FAX 0187-63-4062

013-0041
147-1

TEL 0182-35-4033
FAX 0182-35-4034

012-0823
2-1-1

TEL 0183-79-5200
FAX 0183-73-2600

992-0117
300

TEL 0238-28-7050
FAX 0238-28-7051

993-0051
9-17

TEL 0238-84-1662
FAX 0238-88-9385

990-2332
1-1-8

TEL 023-631-2099 
FAX 023-641-9342

990-0041
1-5-12

TEL 023-622-4934
FAX 023-622-4900

991-8512
148

TEL 0237-86-4278
FAX 0237-86-2913

994-0069
2-10-1

TEL 023-655-2321
FAX 023-655-2322

995-0011
-3-1

TEL 0237-55-2538
FAX 0237-55-5134

996-0051
370

TEL 0233-28-8775
FAX 0233-22-7111

997-0036
8-1

TEL 0235-22-5505
FAX 0235-25-4209

997-0296
198

TEL 0235-62-2105
FAX 0235-62-2193

998-0015
7-3

TEL 0234-28-8833
FAX 0234-28-8834

986-0851
5-1-1

TEL 0225-22-6338
FAX 0225-22-6339

989-6171
4-7-1

TEL 0229-22-3166
FAX 0229-22-3182

980-0813
3-2-1

TEL 022-221-5656
FAX 022-221-5660

980-0813
3-2-1

TEL 022-221-5659
FAX 022-221-5655

989-0203
43

TEL 0224-25-3240
FAX 0224-25-1476

987-0602
223-1

TEL 0220-34-4666
FAX 0220-34-4655

983-8543
3-1

TEL 022-237-5341
FAX 022-283-6478

 982-0836
5-1

TEL 022-305-2111
FAX 022-305-2114



－68－ －69－

960-8003 TEL 024-557-1395
FAX 024-556-0405

964-0937
1-58-2

TEL 0243-23-0960
FAX 0243-22-7388

963-8052
224

TEL 024-932-1199
FAX 024-935-9849

962-0403
179-6

TEL 0248-72-1515
FAX 0248-72-5920

961-0822
6-1

TEL 0248-24-1176
FAX 0248-24-2781

965-0802
1-37

TEL 0242-27-7456
FAX 0242-29-9239

996-0914
4344-5

TEL 0241-22-1230
FAX 0241-22-9852

974-8261
10

TEL 0246-63-5135
FAX 0246-62-7358

 979-2157 
78

TEL 0244-44-3141
FAX 0244-44-6687

963-0201
2

TEL 024-951-3500
FAX 024-962-0208

 960-0486
3

TEL 024-583-3325
FAX 024-583-3145

970-8032
1-3

TEL 0246-28-8281
FAX 0246-28-8084

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



－68－ －69－
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